
 

 

議 事 録  
所管課 人権・市民相談課  

 

会議の名称  平成２５年度第１回富士見市男女共同参画社会確立協議会 

開 催 日 時  平成２５年７月３１日（水） １３時３０分～１５時３０分 

開 催 場 所 市役所２階 第１会議室 

出 席 者 

（１３名） 

○吉川 幸子  ○神保 文子  ○加光 直美  ○長ケ原 美博 

○鴫 綾子   ○奥住 幸江  ○吉原 民江  ○長谷川 孝子 

○黒須 さち子  ○高橋 博 

              （事務局 鈴木課長、谷口副課長、瀬戸）

欠 席 者 

(１名) 

○岡本 ゆり子   

資 料 
・ ２４年度各課進捗状況調査表 ・平成２４年度指標評価表 

・ ２５年度のスケジュール案  ・条例設置の経過及び条例 

開   会 

委嘱状公布 
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課長あいさつ 

新年度の異動に基づき、鈴木課長よりあいさつがあった。 

 

委嘱状を交付。条例設置までの経過等を説明した。全庁的に要綱で開催さ

れていた会議を見直し、審議会形式で会議を行っている組織については条例

の設置が必要であることについて説明し、その判断基準についても説明し

た。富士見市男女共同参画社会確立協議会については、判断基準に照らし合

わせて条例を設置する必要が生じ、今回の条例の設置に至ったことを報告。

配布した条例と従来の要綱との変更点を比較し説明した。 

引き続き吉川会長と神保副会長に会長及び副会長に就いていただけるよ

うお願いし、本人及び委員の了承を得た。 

 

【平成２４年度進捗状況調査について】 

・プラン№全体を通して 

「成果の継続または課題の改善のために取り組むこと」という項目につい

て記載されている事項の具体性が欠けるため、具体的に２５年度以降何に取



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り組む予定であるのかを記載してほしい。 

 担当者名が未記入の課があるため、次年度以降は必ず担当者名を明らかに

してほしい。 

 ２３年度と２４年度の取組状況に変化がない場合でも、２４年度の取組状

況について「２３年度に同じ」という簡略化した書き方でなく、２４年度の

取組を記載してほしい。 

・プラン№ごとの意見 

＜№８＞ 

委員：市民意識調査については、満足度が２３．６％、重要度が６３．６％

ということだが、そもそも男女共同参画について「わからない」と回答して

いる人が大半であることにこそ注目してほしい。男女共同参画が浸透してい

ないことの表れのように思う。また、課題の項目には、市民意識調査を受け

て担当課が行うべきこと等を記載してほしい。担当課には政策企画課に対し

継続して男女共同参画に関する質問事項の文言の修正など、男女共同参画に

関する市民の意識が、もっと把握できるように働きかけてほしい。 

担当課：市民意識調査を受けてのフォローアップについて、課で文言を検討

し記載する。更に、今後も継続して政策企画課等に市民意識調査の男女共同

参画に関する部分の文言等を修正してもらえるよう働きかけていく。 

＜№１１＞ 

委員：混合名簿については市内の学校では適切に行われており、既に問題は

解決している。見直し時には№１１自体の必要性についても検討が必要では

ないか。 

担当課：見直しの際に検討する。 

＜№１４＞ 

委員：夜間に行われている子育て関連セミナーがあるのかどうか調べて欲し

い。 

担当課：確認し次回会議で報告する。 

＜№１７＞ 

委員：人材バンクの活用とあるが、これが既存の人材バンクのことなのかが

不明確。せっかくある大きな市民の団体であるので、今後はぜひ人材バンク

からも確立協議会への委員の推薦や講演会等にも参加していただきたい。 

担当課：文言については見直しの際に検討する。今後人材バンク担当課と相

談していく。 

＜№１８＞ 

委員：審議会の開催日程などを委員構成に合わせて継続して検討するべきで

は。女性が一人もいないことは問題。 

担当課：審議会の担当課では、「一方の性別の比率が６割を超えないように」

との指導は繰り返し行われている。今後も連携して各課に指導していく。 

＜№１９＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回会議 

について 

 

 

閉   会 

 

委員：女性の管理職の少なさについては官民問わずにあらゆる職場で起きて

いる問題。男女関係なく優秀な人材は多い。課長などの現在の管理職が主任

や主査などのミドルリーダーを育てることも重要。OJT 研修などを徹底して

ほしい。 

担当課：職員課等で OJT 研修は行われているほか、担当課でも毎年男女共

同参画職員研修等を行っている。今後も継続し、より多くの職員の意識改善

を関係各課と連携してはかっていきたい。 

＜№２０＞ 

委員：AET の先生方は外国人のため、日本人のような固定的役割意識などが

ほとんどない。固定して AET の先生が担当の学校にいられる環境になった

ため、コミュニケーションも取りやすくなっている。そこから得られる外国

の様子等も子供たちの男女共同参画意識に役立っているのではないか。その

ことをわかりやすく報告書に記載してほしい。 

担当課：担当課と文言について検討する。 

＜№４７＞ 

委員：特定保育事業や保育サービスについて簡単な説明を記載してほしい。

待機児童が完全には解消できていないとあるが、どういうことかを具体的な

例等を挙げて記載してほしい。 

担当課：担当課と文言について検討する。 

＜№６４＞ 

委員：これまでのネットワークとあるが、どんなものなのかが分かりにくい

ので説明を入れて欲しい。 

担当課：担当課と文言について検討する。 

＜№６７＞ 

委員：障害の害は平仮名標記が通常化しているように思える。見直しの時に

検討してほしい。 

担当課：見直しの際に検討する。 

 

次回は№６８以降から検討することとし次回会議日程の案を出して終了。 

 

・次回会議の日程 

８月２９日（木）午前１０時～１２時 

市役所２階 市長公室 

 

 


